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２０２６－２０２７年度ガバナーノミニー候補者推薦のお願い

2026-2027 年度地区ガバナーノミニー候補者として適格な会員が
在籍しており、地区ガバナー指名委員会の審議を希望する地区内ク
ラブは、１２月１日必着にて、地区ガバナー指名委員長（地区ガバ
ナー事務所気付）宛に指定の書式にてご推薦ください。

（書式はガバナー事務所にお問い合わせください）

なお、地区ガバナーノミニー資格条件については、国際ロータリー
細則第 16.010. 節～第 16.020. 節の資格条件に適していることを
要します。

[ 参考 ] 国際ロータリー細則第 12 条（ガバナーの指名と選挙）
国際ロータリー第 2510 地区 地区ガバナー指名委員会規定

（1998-1999 年度地区年次大会決議第８号）

ガバナー事務所からお願い
１．クラブの例会・会員数報告について
　毎月の最終例会から 15 日以内にガバナー事務所へ
FAX かメールにて提出するようにお願い致します。

２．変更等のご報告について
　新会員、退会者、会員資格変更、クラブ事務所、例
会場、例会日、時間の変更、会長、幹事等の移動の場
合、所定の手続きによりご報告下さい。新しく会員が
入会された時は写真を同封の上、氏名、入会日、職業
分類をお知らせ下さい。
　また、会員にご不幸があった場合には、氏名、年齢、
ロータリー歴、お写真を至急ご報告くださいますよう
お願い致します。

３．クラブの移動例会等について
　地区ホームページにフォームがありますので、アク
セスしてご連絡下さい。地区ホームページ⇒クラブ情
報⇒例会変更フォーム の順でアクセスできます。

（ホームページにアクセスが難しい場合は FAX、メー
ルでお送り下さい）
４．各月ごとのクラブ会報について
当該月の最終例会終了後、まとめて毎月ご送付下さい。
５．ガバナー月信への原稿寄稿について
　特にクラブの活動、トピックス、地域内の話題等、
400 字前後に写真１～２枚をご同封願えればと考えて
います。原稿締切り日は毎月５日です。

（メールでのご連絡にご協力ください）

ガバナー事務所
〒060-0042　札幌市中央区大通西 11 丁目 4　大通藤井ビル 7 階
TEL(011)207-2510 ／ FAX(011)207-2512
E-mail：rid2510@pxva.ne.jp　執務時間：午前 10 時 ～ 午後 5 時 30 分 ( 土・日・祝日休み )

最新ロータリーレートは地区 HP をご覧ください

地区ガバナー　松浦　光紀
地区ガバナー指名委員長　福井　敬悟

ガバナー事務局だより

編集後記

　松浦ガバナーの公式訪問も二ヶ月が過ぎようとしています。この月信がみなさまのスマホや
パソコンに届く頃には、やっと折り返しクラブを迎えそうです。
各クラブからは公式訪問時には、松浦ガバナーはもとより、随行員の私たちにも多大に歓待し
ていただき、とても感謝しております。スタッフのほとんどが、地区役員や他クラブへのメー
キャップ経験もない中での随行です。クラブ独自のルール、カラーの違いに新たな発見と勉強
をさせていただいております。
　松浦ガバナー年度最大事業である地区大会まで２ヶ月を切りました。すでにすべてのクラブ
にメールにて９月初旬にお知らせしておりますが、今回、入会 3年未満の会員に対し、並行プ
ログラムとして「新会員セミナー」を開催することとなりました。
講師には野口英一第２地域ロータリーコーディネーター (2620地区 PG)にお越しいただき、ロー
タリーの楽しさを新会員の皆さまにご講演いただきます。担当は地区新会員研修小委員会にお
願いしております。嵯峨地区研修リーダー (PG)、西方委員長には、大変ご尽力いただきました。
この場をお借りし、御礼申し上げます。

地区代表幹事　斎藤　仁

　皆様、こんにちは。9月を迎え、一息つけるかと思われた瞬間ですが、今年の夏は猛暑と多
雨で厳しいものがありました。多くの地域で記録的な暑さが観測され、これにより様々な野外
活動、例えば野球大会などが中止となる事態も発生しました。そういった状況下でも、第 2510
地区の各ロータリークラブ及び委員会の皆様が持続的に地域社会への貢献を続けていらっしゃ
ることに、心より敬意と感謝を申し上げます。
　秋から新たな活動が始まる時期であり、各クラブが地域と連携しながら貢献を広げています。
これからの「ガバナー月信」では、第 2510 地区の各クラブや委員会の皆様がどのような活動
を展開しているのか、その活動を網羅的に取り上げてまいります。
　さらに、松浦ガバナーからのメッセージでは、具体的な行動指針や視点を共有し、皆様によ
り一層のインスパイアをお届けできるよう努力してまいります。
引き続き、次号も何卒ご期待ください。

ガバナー月信委員会　中山　仁史


